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輸 出 の 代 替 弾 力 性 の 計 側

日 * 米 貿 易 構 造 分 析 へ の ー ア プ ロ  " チ .

浜 P 登

は し が き

本稿ほ, 「S 際資易パターンの決定因の実諷分析■•と 

いう，テ一〜おする , 1 つの'/プローチを示そう-とする’ 

ものである， .

本研'究の出発点は次のお点である。第 1 は， リカ*™ 

ド以来の比較生産費説及び，この線にそったMac- 

D ouga ll〔1 € , S te m 〔21〕， Balassa CO らり実証分析 

である。これは，§ 1 で取り上げられる。第d は，軟 

接磁iんに行なわれた輸出入の価格弾力性の計測である。 

これは § 2 で取り上げる、

§ 3 では，以上をふまえた計測結果をポす。

§ 1 比較生産費説

国際資易パターシの決定因を説明する原理として，

ホくから比較生産費説がもちいられてきた。比較生産 

費説を宠式化すれば, 次のごとくである。 2 f .  2 財* 

完全競争，あらゆる貿易障壁の欠如を仮定しCパを 

i 財の i 国における生産費とする。 もし，貿易前に，

であれぱ， I 国が第1財に, : n ■が第2 財それぞれ . 

比較優位をもち, 輪出をI ? なう。不等号の向きが逆な 

ら逆ヵ诚り立ち，等号で両'辺力;結ぱれれぱ贸易を行な 

うインセンチィプは存在しない;》

以上を2 H , 財に拡張すれぱ，資易前に

C.
(2)

が成り立つ時， I 国が第1 財， n ® が第n 財に比较提 

位をもつが， 1 国の比較猿位は財の番号力’#すにつれ  

て減少し， 2 から《—1 番目の間や,比較劣位に転じ 

る。このような逆転がどこで生じるのかは,,次めよう 

に説明されるC 以上では，生産費を実物タームで測ヶ 

ていたのだが, . 為參レートを導人..し，. 井通の資幣単位 ,... 

で生産費を測れぱ， 1 国 ほ （V / G ,.u < lなる財を輪出 

し, I I 国は.C / / (V '> 1 なる財を输出する。

比較生産費説を最初に提示したのはリ力一ドでもる， 

彼は労働価値説に立っていたから，比較生産費差P 決 

定は，比較労働生寧性の差によると考えすこ。' f 国の乂 

財生産における労働生産性をム' とすれば，もし，

(i)

(3)
C2)

なら, I 国は1 財, n 国は2財をそれぞれ輪出する，

注（1、 サーベイとして，Cheng〔6〕，新[iH〔18〕などが$>る*

( 2 ) い)式における生産費は，次のように分けられrる。 •■

ただし，L は総労{ii)役人, X はま出量, W  t；t担資金，T C は総コスト, Iは労働生産性, W は1人当り賞金, a は

* 総コネHこ占める賞金の比率。り>式は， ，..:，'
l iW W T '^  l,ito,Ua,u 、八 ム、

ここで， も と 商 ,ftI⑤で與ならないか，又は,商品問格差がどの国でも同じバタ
ンをとれば，（A —2 ) は,

X n > W
(A  -  3)

と/j：る* リカードは労働filli値説にっでいたから，当然，《パ で る 。しかし，労糊価値説を離れれば，®パにつ 

L、ての仮定がどの糖度.成り立りているか检討の余地がある《. か<プについての仮定がはぽ現実に妥当することはLever- 

gott C13Dらの実証分析で械かめられているといえよう。 ’ .‘

- — ' 6 7  ( 8 4 7 )  一 -
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•H ffl学会雑誌J 68卷1 1，12号 (1975イ| ill，12jj)

MacDougaUら (3)式にもとづく卖証分折を行なっ 

S  MacDougaU〔14〕を例にとろう，I 937年当時，7  

メリカのザ-均賞4 ぱイギリX め約 2 倍でもった. Mac 

DougaUは,プメリ力の労働生まがイギリスの2倍 

以上の産業ではアメリ力.の方が, '  2 倍以下の産業では 

イギリスの方が，第 3 向け輸出シ：c ァゼ、乂き、、一  

という仮説を立てた。計測結:s a i lよれば, 25産業中20 

産業が仮こ合致した。ここまでは比較生産費説のチ 

ストとして，一*応妥当といえよう。 しかし，Ma<;Dou- 

g a l lらはさらに進んで，

log
E.*

= rto+«i log (4)

なる回帰分：Trを* クロス • セクシJ3ン . デ"タで行な
(50

い，比較的良い許測結東を得た。E / はJ 国，湖■の輸

出量である。 

して，

し か し （4》式が成り立つには， 式に対

m I IP I ILl 、 S^7、

《5)

で*なけれぱからない。

し力、し，比較生産費説がらかにセきるのは，どの 

財が輪出入されるかということでもり，輪出入量は各 

商品の価格弾力性が分らねぱ明らかにできない。 式 

に対];E し(5)式ヵ诚立するというのは,各商品の価格弹 

力性が等しいとi s定することである。

kreinin〔1 1 )は，{4)式による-許測をクロス.セクシ 

ョン，データで行なった。その結果，約半数が有意で 

なかった。又，日 . 米についての渡部C23Dの同様の 

計測では,全業デ一タを同時に使うと全く有意な緒 

-果力'、得られなかった* 重化学工業とキ*の他工業にデ一 

クを2分し，それぞれに回帰式をあてはめて，はじめ 

て有意な結果を得た。 ’

このような結果になった原因は，全商品の価格弾力 

姓力’、等 i A 、という仮定が現実には満たされないからで 

■はないだろう力、。クロス• セク、ンg ン分析は，全商品 

について回帰係数（この場合輪出の代御)1力性〉が等しい 

ことを前提にしている。 しかしこのような仮定にもと 

づ <̂ 計測[よ疑間の余地があると思われる。

この点を明確にするためにも，（4)式を商,ぜ,ごとに，

タイム . シリ一 ズ . データで計測する必要がある。 し 

か し （4成を計側する前に, より甚本的なM 係として，

ニびD +  , 《6》，，

(ただし，Pパは:?‘ 国におけるぶ財の価格）に法目しよう。

《6)式の e は輪出における代替の弾力性であり，とれ 

によって, 相対価‘格変化に対応する相対的な輸出量 

の変イ匕が計測されるレ商‘品どとに，この代替の弾力性 

が安定したバラメターとして得られ4 tぱ,，商P め相対' 

的輸出増加率は, この弾性値と，而国の相対的'価格変 

化率の積の形でもらわせる。従って,各財がどめよう 

な代替弾力性値を.とるか:というととと,各財の価格変 

化率力’、，どのようなパク" ンを取‘るかという2 つ?)組 

み合わ'^ f；；よって，贸易パタンの変化が説明される。

《6》式は比较生]^費説にもとづいてきえ出されたもの 

である。つまり, （6)式は顕在化したi t 較液位(パラッサ 

'〔2〕'のいう’ Revealed Comparative Advantage)の指標を 

従属変数とする"^種Q 輸出関数なのである。

(6》式の左辺は，log(E iVE,-")= log* E ,-i-log E.u であ 

り，.微分すれぱi 財にゥV、ての而国の輸出増加傘の差’ 

である。又， ,

E.-1 一 Efi/JVv
E f U ’  E ? W v  ‘

(た だ し は i 財の世界檢出藍;)であるととから，(6) 

式の従属変数は両国の相対輸出シェアとも考えられる。 

このような従属変数は，顕在化した比較優位の指標と 

考えられる■>'

以上は，比較生産費説からのアプロしチであったが, 

次に， § 2 ヤは，戦後の輸出入め価格弾力性評測の歴

史の中で，輪出の代替弾力性を位置;づけ■ておきたい。
- ，'■'

§ 2 輸出の代替弾力性

' ，.，'， ， ' '

第 2 次大戦直後，輪出入の価格弾力性が盛んに評測 

された。その背京としては，両大戦間の» 際従済の大 

混乱という苦い経除から，国際経済における価格メ力

法（3) 「比較労働生産性J によって比較俊位力t決走されるとするモデルをリカード* ホデルと呼び, 比絞生まを!f説そのも 

のと区別する者ももる。例えばCaVes & Jones〔5〕などがそうでもる. この考え力に従えば, MacDougaUらの分 

析は，比校生劍M の検証というよ!?，リカード，モデルの検証というべきかもしれない。， '
(4) m m m m .ぢ易前の比較生産費差にもとづいて, 货易dh始後の贸スターンを決定するものである- Mac- 

Dougallらの分析は，ガ易後のデータ☆使用しているので，ここで述べた窓塊では，比較生産費説の厳密な檢謝とは 
いえない。. •

(5) 一‘述め回痛分析の結果はBhftgwati C3〕P.12に要約されている，
(6 )  Bhagwati ひ）P .11及び Hftrberger〔lO〕P. 511参照。 .

. '  -... - 
- — . 一  6 8  -
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輸出の代替弾力性のH 測

ニズム (特に為替レ-^ト変更の国際収ま制胳効果）に対する 

不信感が強力らたことがあげられる。そして，多くの 

計測結果は，非常に低い価格弾力性値を示し,「弾力性 

悲観論 i が-セ配的となった。しかし, O rcu tta?〕の先 

躯的論文以来, 従来《P価格弾力性の插定値が過少插定 

力あることが，はほ‘明らかになった。中でも重要なの 

は，次の点である。

一般に輸出入の価格力性は，

# (7)

といった形力計測されることが多い。ここでEfは当該 , 

® の i 財の輸出（入) 量，Pt./P/は (当該国のi 財の輪出価 

格)/ ( l i財の世界価格）又 は （さ誤® の財の入做 '格)/(ム 

財の国内価格) . である,》. .しかしけ )式をまI'測する場合，' 

実際に観察される輸出(入) 量と価格のデ一タは，需給 

均衡の結果として生み出され，取り弓Iきi ' iと収り弓Iき 

価格である。われわれが坤りたいのは需耍till線でもり， 

必耍なのは需要量であって，取引き量ではない。

この英際ぐと観察される取引き；i : から需要llll線を正確 

に推定できるのは，需要曲線は同定さたままで,を  

の上を供絶曲線がシフトしていく場合のみである，第 

1 闻に示すように,供給曲線がS广 S 4とシプトし，

き 1 t H 需要曲線の推定

Pi

0 E/

均 衡 点 U i〜X L が観察されれぱ，需要 llil線 は f識^わ
C 7 )

されるわけである。.

(6)式にもどっt ：者えてみよう。Ei\  E .- »に対す:^旧 

要は雨方とも，同一輪入m (文は輪入H グループ）のも 

のでもる。 しかも，Eiレと.E i » は,密接な代替財と考 

えられるから，EみとEi" の需要他線はシフトするに 

しても，同じようにシブトし，E iV E f"の形をとれば, 

互いに•相殺し合うと考えられる。 方， W  t  Ef" の 

供絵 fH!線は, それぞれ別の国のものであるから,供給 

曲線がシフトする方向や程庶が摩似する可能性は少な 

■いであろう。つまり，（6)式の計制におい：C 奨擦にi i  

察される。価格，教量関係(P < »'P ,«とEfi/Eiiiの関係) h v  

需寒曲線のシプトより，供給曲線めシプトをより強く 

反映したもめになるであろう。以上り考察がら(6)式り 

ような定式イ匕は,輪出入の価格弾力性の許測における 

バイアスを少なくするというメリットがあると考えら 

れる。 .

‘ 輸出入の価格弾力性を計測する際，（7)式の右辺に所 

,得項を加え:^ことが多、。輸出入に対する需要は細格 

と，所得の関数であるという通まの考え方にもとづい 

ている。 し力、U iii格項と所得項が, しぱし《多ま共線 

性をもつため，価格弾力性の推定値がバイアスをもち 

やすい。後に，け》〜(I4》式の展開で明らかにするが, (6) 

式のような定式イ匕は, 説明変数を相対価格のみにし; 

多重共線性’問題を回避できるというメリットをもつ。

輸出 (入）の代替弾力性の計測は，1939年 の Derkseii 

&Rombout〔7〕に始まるが，主要な業績はやはり， -  

連の輪出入の価格弾カ性計測の試みの中で行；̂̂れてい
(9)

るようである。まず, 筆者と同様にタイム*シリーズ 

. データによって,輪出の代替弾力性を計測している 

Zelder〔24〕の結果を示す（第1ま) 。回帰式は(<5)式と同 

じである。米, ' 英の輪出について，観察期間は1921-： 

38年をとっている。

代替弾力性の値は, 39商品中，37商品が負であり， 

理論牵沖を満している. 又，弾力性の絶対値力滴品ご 

とに，かなり異なっていることがわかる。

すでに筆者は前節で，輸出の代替庫力性をクロス•

注（7 ) もし，需要lU|線もDi〜D2 というふうにシプトするなら，観察値はU1U/U/U4のように広がり，これに当てはめ 

た旧帰練はのように真の需 21̂山|線よりも, 値きが急になるであろう。このことは，拙定された価格弾力性が 

過小評filliされることを意味する。評しくはOrcutt〔1 7 ) (特にP .123の Chart 3 )を参照のこと，

( 8 ) ただし,，代替卸.力性と通常の価格邵カ性の問には， . \ -

め，’ニ- も .(》'ニ 1,.…..W; ；?‘ニ I  , n ) (A - 4 ) 、 .

. なる1«海が;fcる。r t .M t《財のの通 常 の 価 格 弾 力 性 ，Vパは;/国の財輪出額，e は i 財の I ,  U 困輪出[HI 
の代替！？ii力他でる。®观についてはんId er〔24〕.を参照，

(9 )  Uamer & S tem 〔12；) 第3章末に-詳細を:お} 目録がある。 ，

一*— . 69(54^) '— / '
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:田学会雑誌j  6 8 ^ 1 1 .1 2号ひ 975年1 1 .12月）

律 1 ま 米 •英輪出の代替弾力性(1)

商 . 品 代替弾力性 相関係数 商 品 代替弾力性1相関係数

硫 故 ヤ ル ミ -2 .0 2 ‘ 682 真 管 -1*19 -.9 1 0
肥 - 料 - 0 ‘ 55 -.4 0 4 ミ シ ン -1 .34 -.711

硫 安 —3* 11 -.6 6 2 真 ち ゅ う 營 —-2112 -.4 9 5
ナトリウム化合物 -1 .7 9 - . 8 2 4 銅 製 品 -0 .7 2 一 .118

奇性ソーダ -1 .2 2 ~~' ，380 地 ，金 -5 .0 7 一 .393
life 欽 -3 .1 0 -.8 9 7 m 板 -3 .3 4 -.8 5 5
欽  板 -2 .8 7 一 ‘ 869 铜 棒 -4 .3 7 一 ‘ 800

ト 夕 ン 板 -1 .8 5 -.7 7 0 ワ イ ヤ -3*83 - ‘ 554
非メ:ッ.キ板 -2 .5 5 -.8 3 2 ニ . ッ ケ ル -1 .6 7 -.7 4 3

. 黑 色 板 -2 .4 1 - .7 6 0 •fe メ ン ト -2 .61 -.931
プ リ キ 板 - 4 ‘ 07 一 ‘ 753 力'' ソ リ ン -3 .81 一 .473

m  . 管 -3 .1 7 一 .849■ ガ プ ス 2‘ 10 一 .480
鉄 道 i i i材料 -1 .5 2 -.7 7 8 潤 . 滑 油 -1 .9 5 -.8 7 2
レ '一'  ノレ -1 .1 4 -.031 綿 布 -1 .4 5 -.6 2 5
力 物 用 J i -1 .9 5 .267 漂 白 -1 .1 4 一 .513 ■
ワイ:ヤ製品 -2 .11 - ‘ 680 m 白 ■ —3.27 ■ -.847
I'i動車及び卑休 -1 .9 2 -.8 5 4 糸 -0 .0 8 - .0 3 0
発 電 機 -0 .9 8 一 ‘ 833. 'ンユ ー ト 袋 -1 .8 5 -.5 6 2
オ一ト.バイ -5 .5 2 -.8 8 5 セ ン イ -2 .8 3 '一.686
ラ ジ . ォ -1 .3 7 一 ‘ 313

[，出所〕' Zelder C24X P. 3.
第 2 表 米 ‘ 英輸出の代替弾力性(2)

セクション‘データセ計測すると 

とに対して，疑問を提示しておい 

た* 第 1 表のように，商品ごとに 

代替弾力性の値が異なっているこ

とは，この疑問がI E し力なたこと

を裏づけるものといえよう

ととろで，クロス，セクション*

デ^タを使用した代替弾力性の計 

測例も参考として息ておとう。 

MacDougaU C14；) の計測結:あを敏 

2 まに示す。この場合の回帰係数

の値 （(6)式のe)は 「ギ均：I 代言弾
ひり

力挫と解釈される。第 1まに見ら

ゴ r . サ ン プ ル 数 和 関 係 数 代 替 弾 力 性

1 9 2 2 8 6 - 0 . 4 1 一  2 . 0

1 9 2 3 8 6 - 0 , 4 0 一 1  * 8

1 9 2 4 8 6 - り . 4 3 一 1 , 9

1 9 2 5 8 6 - 0 > 4 7 一 2 ‘ 2  *

1 9 2 5 9 7 - 0 . 4 8 一  2 . 1 、

1 9 2 6 9 7 - 0 . 5 0 — 2 . 4

1 9 2 7 9 7 - 0 . 5 4 - 2 A

1 9 2 8 9 7 . 一 り . ' 5 5 一 2 < 5

1 9 2 8 1 0 9 一  0 . 5 6 —^ 2 * 5

1 9 2 9 1 0 9 - 0 , 5 7 ~ 2 * 6

1 9 3 0 1 0 9 - 0 . 5 8 一  2 * 6

1 9 3 1 1 0 9 - 0 . 6 6 - 2 . 7

1 9 3 2 1 0 9 - 0 . 6 2 一  2 . 6

1 9 3 3 1 0 9 - 0 . 6 5 一 2 * 8

1 9 3 4  , 1 0 9 一 0 , 6 8 . - 3 . 2

1 9 3 5 1 0 9 一  0 . 6 4 一 3 ，0

1 9 3 6 1 0 9 一  0 . 6 7 - 2 . 9

1 9 3 7 1 0 9  . - 0 . 6 5 一 3  • 1

1 9 3 8 1 0 9 - 0 . 6 8 - 3 * 1

1 9 3 4 '〜  

1 9 3 8
1 0 9 一  0 . 7 3 — 3 ，6  -

れる商品間の弾力性差にくらベ , 

との平均代替弾力性の{直 (絶対値） 

ほ年ごとにまり変化しなV V こ 

のことは，タイム . シリーズ.‘ テ* 

一 ‘ タによる代替弾力性許測の要当 

性を裏づけるものといえよう。タイム，シリーズ分析 

では，回帰係数がfホ間とともに変化しないことが仮定 

されているからである。

さて以下でぱ，（6)式を，より一般的な需要関数から 

導くことを考えてみよう。そうすること?■こよってン(6) 

式の理論的解釈とその問題点がより明確になるであ 

ろう。まず一般的な需要関数を考える。

ニ , ( P i , 2/, P "〉 (8)

q 2~ g ( P i ,  P 2, y , P«)

Q iはぐ財の需要量，Pi, P a はそれぞれ第1財，第 2 

財の価格を，2/は輸入国の所得水準を，P „ は第1財, 

第 2 財以外の財の価格の一般レペルを表わす。弾力性 

一定の仮定のもとで(8)式を对数線型タイプに特定化す 

れぱ,

の ニ (9)

従って，

Q2 (iO)

〔出)!/?) M acD ou ga ll〔14) p. 715. ここで,

注(10) Ginsborg & Stern〔9〕，及び（Jinsbeぱ 〔8 ) は ク ス *'セクション及び，タイム，シリーズ，デ•^タをプールした 

上で，商品ダミーと時間ダミ一を使レ、，英 ‘ 米輪出の代輕彌力性を針測した。回顧式は， 

qij=a+ai+Pj+Y log 《A — 5)
<lは相対⑩出ffi-, P は和対輪出価格，なはかく乱項，a は定数項，i は財をもらわすそえ字，ゴは年をあらわすそえ字 

である。 は商品ダミーを数の，めは時問ダミー変数の® 帰係数をまわす。計測結架から，彼らは]]き品ダミ"を除 

くと（A —5 )式の決定係数が著しく落ちるが, 時I旧ダミーを除い’ても，それはど決定係数に影響を及ぼさないと結論 
している（文献〔9〕P.269參照〉，これも, タイム. シリーズ分析の妥当性の論拠になろうA ,
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tiip.i)し, 次いで式を使ゥて労練 )生産性と輪[nの関係 

亥言ト測する。 - ：

に对象は，日本とアメリカ6 輸出量, 観察朋問はI 9ぬ

シュアのまイヒ率格墓と:しでとらえ，その要因分析を行 

なう。このような分析は,日米のように輸出シェアめ 

を化率格差が大きいISの方が明# にで、きると思われる。 

これが第1 の趣# であさ。 ’

第 2 に，日本とアメリカの間では,しぱしぱ通商間 

題で摩擦が起こる。この背景には，両S 輸出シ :Cアり 

对照的な変化があるで、あろう。通商政策立案のために 

も，両国め資為構造を分析することは重要で、もる。特 

K, 7  メリカが最大の輸出国である日ネにとっては,

16要 :^間題である。

第 3 は，データのアベイラビリティで f c も。本研 

究でd：, 2 国間で整合的で詳細なデ" タを必要とする。 

この点で,日米両国が，最良の条件をそなえている。

{6ゆいし (4〉あの計測に当っては-日米の輸出市場播 

成が類似している方が望ましい。第 4寒は，日米輪出 

の地域構成を示している。日本の輸出約 3 分の 1 が 

アメリ力向けであるのに対し. ァんリは対日輸出が 

7 〜 9 % しかない点が大きな差でもる。；この点は後で 

検 討 す る ■；

: ヵ潘しぃととを意味する。《6)式の場合では， I ,  n ®

: 以外の国のン財価格及び， < 財以外の財の価格力';変化

しても, 輪入国のE,，, E fUめ間の逃好閱係に変イ匕がな

; ぃことを示す。

糊式は, m +  rt2=/3iH-/?2んも書ける力';,これは第

1 財 , 第 2 財の自己価格弾力性（0̂1,ぬと交叉弾力性

{め, ぬ の 和 が , それぞれ等しぃことを意味すI 。

Ot),跳帅式の仮定は，E,‘i と E fU が同一財の I 国

とn 国からの輸出であることを考えれぱ，不自然な仮

定ではないだるう。

ただ，（n)〜{I0CD仮定が満されなぃ:とすれぱ, 式で、

計測されだ代替弾力性は,バイアスを含むおそれがあ

る。つまり，相対価格わみの相対輸出量に対する効果

の測定にならなぃ可能性があるとぃうことは一応注意. . 《ゆ（W)
すべきでもる。 ’ ‘

§ 3 計 測 結 果

.■ " ... ： '■ ■ . . ,

本節ヤは，まず，（6》式を使ってあli出の代替弾力性を

れ4二日U 
(Xn ニ 0n

び1 一 / ニ  j

' (14)

'であれぱ, （め|式 は >

<h

となり，(6)式と同じになる。ヴけE,-i, P^->

P/, P2->P‘■，で る 。

(")式は，第 1 財と第2 財に対する当該輪 

入国の所得弾力性が等しいととを示す， (6)

式にそくしX 言£ ぱ,.輸入国で所得が変化 

しでも，他の条件が等しければ, I 国から 

の輪入とn 国かちの輸入の間の進好だ•は影 

響がないことを意味すを。

〜マ1印の̂10年問，商晶は念部で48である。；!1‘測紹果を 

述べる前に，プメリヵとEi本を則め対まとした现山 

をいくつかあげておきたい。 ； ：■.=)
館 3 まは, 日米め対世界赖i出 シ ァ （企商,'1?，) の||ト:移 

もまとしたものである。 '

第 3 表日米の世界輸出シェ*め推移

' 、 , . ，. { %)
年 . 1962 1963 1964 1965 1966 1967 1968 1969 1970 1971

D 本 

プメリカ

3.5
15.2

3.5
15.0

4.3
15.3

4.5
14.6

4,8
14.7

4.9
14.6

5.4
14：3'

5.9 6.2 6.9
12.5

..〔資料）U.N. Commodity Trade Statistics. ‘

こめような全瓶を輸出シt アの推移ほ，商国におげ 

(12成 f t , 第 1財, 第 2財以外の財の施格, , P « の変イ匕る様々な商品のk 出シ：̂アの变化め結東でもるレ者 

に対すk 第 1 財 .第 2財需要の価格弾力性陵文弹力挫)は 2 力国の貧易パタ" ツのま匕を2 力国め商品別輸fU

法(11〉 細目〔19〕PP. 107-8 参照。 .

• d(Jilqi ■._dq,lqi __ dq̂ lQi _ dqぐ\ ’
(12) « 广 び g一め) タ厂マ^ , び 广 .

P dq̂ ki 0 - <kil(h n _ e?̂ 2/% っ. 一 dqihi
dpilPi'  ̂ 'dp2lp2' ルー d"lお， " dp„lpn

(13) Brown④ は ，代替?]i力性の言十測に当っては十分商品分® を細かくし，いわゆるプロダクトニミックスの問題を 

. 避ける必要性を強調している。 ■
( 1 4 )以上にゥいて# しくは， Moman & Corletto〔15〕, Morrissette〔1の， Sterii & Zupnick〔22〕， Learner & Stem 

〔12〕（3節を参照のとと， •

(15) 0«~02)式のような仮热よ, ' 日米商国が腹[fiiするit湖が典通であるはど成立しやすいと考えられる•
• • •
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第 4 表日米輪出の地域構成比 （％)

M  め、'、i l l
[{ >シ. ' ヤ メ リ カ

1962 1966 1971 1962 1966 1971
f r ホ 

アメリ力 

先 進 [ii 
発®途上旧 
■：](；• 旧

28.7 
50.0 
45‘ 7 
4.4

30'8 
51.6 
42.1 
6*1

31*7
64.9
40.3
4.8

7.3

64.4'
35.0
0.6

7.7

65.9
33.3
0.7

9,2

69.4
29.7
0.9

〔資料）Uボ‘ Cohimodity Trade Statistics
さて， •測がf采について見る。

( 1 ) 輸出の代#弾力性

計別j紹果の評細は付表0 )を参照 

されたい。計測は⑥式ゃある 

36密の辦}舶と45番の印刷 ‘ 出版は,

価格データがなV、ため省V、た。.

計測は，①総⑥出,②第3 I f 向 

け輪出，③相冗輸出の3 つの場合 

に つ 、て打すL っすこ。すこたし 全 48 

« ' ! » ,  2, -5 ,11,16,17, 20, 28,

34, 37, 38. 40 ,番の商品ゆ,相冗 

輸出にデ" タがないので，② ,③

のf ト測は行なわなかった*け成の 

計測結来のうち，律:輪出について 

の結梁をまとめたの/4第 5 まであ

る. 代替弾力性の推定値がマイナスで, 理論条件を满' 

たし, 力、つ， 5 % 水準で有意なものである。

.代替弾力性の推定値で,符号がマイナスになるのは,. 

総輪山が37<24),- 第 3 H 向け輸出が27 (21 ) * 相:5：輪出 

についてゆ2 5 (8 )1̂ぉ品でぁゥた。ただしカタコ内 CD 

数 字 5 % 水準で有意な商品を示す。

第 6 表生ま性比率と輸出比率

順位 ‘ ' ' m ilゆ 性 順位 産 業 弾力性
1' メ リ ヤ ス (i?) 7.37.1 18 ，印 刷 tW版(45) 1.592
2 皮 H':製 品 (10) 5.744 19 ：<：: 'ケン.-普料け） し552
3 nm 3.777 20 精 密 機 M«3) 1.525
4 農 業 ;f j 機械卿 3‘ 108 21 金 m m 品抛 1.463
5 非 鉄 金 廣 咖 2.674 22 ゴ ム 製 品 (12) 1.258
6, タイヤ，チューブ01》 2.639 23 ガ ラ ス 数 ,\m) li258
7 途 - 料(5} 2.624 24 刃 物 • エ -M(25y し225
8 事 務 ' 用 品 (4« 2.524 25 お 油 製 ,;W3) 1.190
9 家 庭 n 機(32) 2.415 26 ffi 機 ai) 1.182

• 10 1 ^ 1 動 *|£(35) 2‘ 334 27 医 m 品tey 1.115
11 欽 道 1 | 1糊:37) 2.218 28 ゴム製はきものdo〉 1.102
12 化 学 肥 料 (8 ) , 1.907 29 M  鋼ぬ） 1.024
is 金属加工機械 (30) 1.842 30 光 学 機 械 仙 1.014
14 船 ■ ifj(3G) 1.718 31 紙 * 紙 m uM 1.006
15 プラスチック (9) 1.673 32 m tf ラ ス (21) 946
16 家 具侧 1.633 33 無機*ネ 1•機化学(4) 587
17 内 .燃 機 .閲(27) 1.610 ：

) 内は商品番号。付表 {2)より作成。

第 5 表輪出の代替弾力性

順位 商 ■■品 弾力性

1 自 動 車 ( ⑥ -12.007
2 時 計俊》 -11.657
3 楽 器«め 一 9.998
4 鉄 靓 23》 - 9,366
5 メ リ ヤ ス aめ. 8.084
6 プラスチック {9) 一 8 .036
7 自 転 ホ 抛 一 7.778
8 金腐加工機械 (3® 一 7.731
9 精 密 機 械 湖 一 5.770
10 事 務 m 後 械 {2め 5 ‘424
11 タイヤ，.チュ一プ(5) 一 5.053
12 光 学 機 m \ ) 一 4.793
13 非 鉄 金 厲 (2め 一 4.577
14 精 穀 製 粉 a ) -4 .3 7 1
15 ゴム製はきもの« 一 4 . 156
16 抵 . 紙 製 品 {1め 一 4.142
17 ，綿 繊 物 05) 一 3.560
18 無機 *有機化学{4》 — 2.860
19 ガ ラ ス 製 品 ⑩ 一 2.572,
20 内 ’ 燃 機 閲 (27) 一 2.474
21 刃 物 ，：！： 與 25) - 2473
22 极 ガ ラ X(2I) 一 1.709
23 陶 磁  ' 器(20) --1 .465
24 医 m 品(6) 一 1.185

( )1ん'は商品番せ。付表(1》より作む

前に上げたZeW erの評測給果(第 1ま）と同じように, 

商品ごとに弾力性がかなり異なっている。

(ii) 日米生摩性比率と輸出比平 

次は(4)式にもとづく St細結梁である。•生産性のデ一 

タは全商品について得られる。（4》式の ,m は，生産性. 

比率の翰出比率に★ホする弹カ性を表わす。MacDougaU. 

らの計測をタイム♦ シリ一ズ . デ" クで行なぅたもの: 

である。弾力性が理論条件を満たして,プラスになる 

商品は, 緣輸出については43( 3 3 ) ,第 3 国向け輸出は. 

3 2 (2 0 ) ,相互輪出は2 6 (9 )商品力を) る。’ ヵッb 内の数 

字は, 5 % 水準セ有意なま業の数である。評測結架の' 

詳細については付表一 （2) を参照されたい。

§ 4  結

, . ' . ■

( 1 ) 輸出の代替弾力挫の！H'測は；全商品中7 〜 8 割; 

が符ホ条沖を満たしており，約平数が有意であったS 

とのことから,両国の相対的輸出シモアの決定に相対 

f®格が谊要な役制をはたしていると思われる'。

渡部〔23〕，Kreirthi〔11〕らば，クロス.セクシ 

g ン . デ一クぎ使って， 2 力国の生産性比傘とMi出比 

率のlill帰分析を行なったが, 計測あ々果はかならずしも.
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»' ' ’ \ '■た,v,し;r y がf を'V* N.t̂ s*fWf

i l i出め代替弾力族の計測

j i iくなかったレそめJ i因として,第者は商品ごとに輸 

出の代替弾力性がかなり異なること, 従ってクロス，

セタシ3 ン分析の前提条件力'、満たされない可能性がも 

ることをれであげたク第5 ♦ 6 表から.との可能性 

力;かなり強いことがわかる》

( 3 ) 従って, 国際贸易バターン決定因の樊IE分析は， 

MacDougallらのクロス .* .'セクシ.a シ分析アプローチ， 

より，タイム ‘ シリ一ズ * デ一タによるT プP ~チの 

方が有効だ，と思われる。

(4》 最後に, 令後の練題にっいてふれておきたい* 

まず第1 に，筆者の行なった計測は(4)式と{e成 Iこりい 

で力あったが，いずれも極めて単純イヒざれた誘導形で 

ホ) る。その背後にある德造方省式体系にぅいズは十分 

.明確にできなかった。第 2 に，樊驗計画，特にデータ 

め整合性等に，まだ不十分な点が残含れている。今後, 

この2点を中心に廣究の改善をはかb たいと思う。

• . . . •

付 論 使 用 デ 一 タ

川 賀 易額は  OECD Ti'ade by Commodity Series C. 

及び国連Commodity Trade Statisticsから取った。

O i )輸出価格は，日本は日報「轉出入物価指数年報J . 

から取った。ァメリ力は輪出価格指数がないので , 

Monthly Labor R ev im vから取った卸売物価指数で代 

用した6 輸出額をX フレートする際tさも，これらの指 

数を使った。 •

{ i i i )生産性は，実貧付加価値生産性である。 日本に 

っいては，IE：業統計ま業®の付加価値額と従業者 

数から I I 算した。ァメリガにつV、ては , Statistical 

Abstract の. Value Added by Manufacture i  Number 

of all Employeesよりt十算した. ' :付加値個!‘額‘を実質化 

するデブレ>-タ— 日米とも，全商品共通にGNP 

デフレ- •ターを使った。このデフレター【i , 日本は 

，'国民所得統計年報から，ァメリ' 力は.！?conomic Report 

of the iPresidentから得られる。
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〔付表わ説明〕 '

付 表 m 日米输出の代替弾力性

ニ log iv。+  6

e : 輸出量 '

p : 輸 出 価 格 .

そえ字はJ が日本，u s がアメリカを示す 

lo gび。：.定数項

e ：輸 出 の 代 替 弹 カ 性 - ,

I T : 自由度修正済みの決定係数 

付表 ’ ( 2 ) 日米輸出と生;^性

l o k (^ ]^ )  =  log び。+ び1log【

I : 労働生廣，性 ,

:労働生幽生に関する輸出の代替弾力性 

その他の記号はA — 1 と全く同じ 

付き 1 , 2 ともに, * は 1 % ク]< 準で，* * は 5 % 水準■ 

で有意である。

(慶應鶴大学大学院経済学研究科紅ゴ深程修了）
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1C 輪 IU 绝 3 M向け輪nr ■ 相 ’ :/i: t i l l出

m LogQo e Log od e R 2 L o g  « o e R2

1 ftl 殺 製 ，粉 一3.458 * -4.371** .516 -3.519 * — 3.597** .373 1.268 *^14.659** A?J6

2 飲 料 —'1. 268 * 7.474 *000
3 Ti\ -dll 製 品 -2.818 * 4.125 A64 ■—2i741 * 4.672 .225 -3.518 * -8.268 .000

4 無 機 ，イj•機イヒホ -1 .412* 一2.860 * .736 一14472 * -2.677 * - . 8 5 8  X -3.789 * »557
5 途 料 -1.950 * 一5.053 * *949
6 医 m IUI -2.089 * — 1.185** .37(3 -2.158 -r.349** ‘401 -1 .3 i3  * .657 ‘ 152

7 め'ケン fr 料 - 2  .096 * 一 .648 .000 一2 . 067' * 一 .651 ‘000 ■~ 24 448 * .388 ‘ 000

8 化 ホ m 料 一; . 693** .121 .000 -6.098** .163 .000 -3.541 * " 2 ‘088 ‘ 298

5 プラスチッ ク •—1 ‘ 404 * — 8.036^ .684 —1.464 * 一S.074 * .676 一 .762 * -7.772 * *710

1 0 皮 製
n11)1 -1.662 * 一.2‘788 ■ ,000 -2.332 * 一 ‘ 420 .000 1.688 * -7.325 *227

1 1 夕イヤ‘ ナ■：?• ‘ -プ 2.947 -5.894 ‘ 133
1 2 ゴ ム m 品 一 i 888 * -5.179 *000 • ~ ： . 959 * -4.144 ,000 一 ‘ 275 -10.612 .000

1 3水 M .S. - ‘ 540* .219 .000 -1.347 * -9.356 * .624 .930 * 5.292** ‘ 515

1 4 紙 • 紙 m 品 -2.194 * -4 .142* .688 -2.197 * -3.666 * .758 -2.233 策—9 . 078** .372

ユ5 綿 ■ 挑 物 .888* 一3 ‘ 560 * ‘ 567 .765 .* -3.941 * .641 3.891 * —17.428** .426

16 ニTi 織 # 3.751 * -3.779 .245
17 メ ヤ ス ‘ 205 -8.084 * .621 ■ '

1 8セ メ ン ト ； .893 * 一 .079 .000 .866 * 一' .009 .000 1.551 * -1*032 .000

1 9建 m 川 土 お 一 .005 一 .621 .016 - .622 * 1.160 ‘ 062 3.053 * 一7 *479 * ； ‘765

2 0 陶 5兹 器 3 ‘ 555 * —1.465** .511

21 m メ/ .ラ ス -1 .072* -1.709** .488 -1.738 * -2.537 * .629 2.186 寒 し401 .000

2 2 が ラ ス m -1.345 * -2.572** .336 一 1.665 * -2.701** .346 1.517* 1,218 .000

. 2 3欲 m .455 * 一  9‘ 366 * .891 .049 -8.645 * .847 3.649 * -14.329** .406

24 1)\1 欽 金 m -2.044 * -4.577** .360 ■^2.410. * -5.039** .344 一 ,307 -2.354 ' .200

2 5 刃 物 .ェ 爲 一 .562 * -2.173 * .607 -10.971 * 一 2.192* .695 2.928 * 2.309** 1.694

2 6金 m 製 品 一 ’ .445** -1.269 .000 -1.040 * -1.629 .000 2.722* -1.123 1.053

2 7 内 燃 機 関 -2.385 * -2.474 * .706 -2.423 * 一 2.106* .693 ~ 1• 884 * -4.251 * 11.983

2 8農 業 機 械 -3*079 * -11.681 .322
1*19529 M 務 用 機 械 -3.495 * -5*424 * .937 -3.852 * -5 .147* .937 •—2»447 * -(5.201 *

3 0企 属 加 ！:機械 —2 ‘ 286 * -7.731** .453 一2.346 * -8.219 * .604 -2.106 * -5.092 .448 ,

31 M 機 •~1.041 * -5.087 .247 -1.203 * -5.127** .35 1， .^54 -6.687 .791

3 2家 M 電 機 -1 .100* 13.383 * . .815 一1.358* 11.121 .845 2.035 * 3.075 2.162

•33 m 信 機 械 - .016 9.089.来 .880 一 .718 * 8.567 * .914 3.103 * -1.533 1.229

3 4 ラ 'ジ す ♦ T  V 2.075 * 4.146 * .745 r'.

35 la ：動 ¥ 一1.701 * -12.007 * .936 一 .198 * —8 .436 * .958 1.829 * -15,469 * ‘ 628

36 jilO 舶

3 7鉄 道 ホ 輔 一 .919 * -~9 *008 .080
38 ly 転 .362 * -7 .778* .712 - . -
3 9衣 服 ：.745 * 一 .042 .000 .119 2.632 .296 4.318 * -4.137 2.183

4 0 は き 物 2.090 * -4.156 * .840
‘4 1光 学 機 ' 械 一 .786 * -4.793 * .937 -1 ,177* -5.357 * .899 11.875 2.308 1.871

4 2 時 計 .562 * -11.657 * ,957 .371 * -13.102 束 .970 1.639 * -3.948 1.324

4 3精 密 機 械 一 .966 * -5.771-^ ..766 ニ1.323 * -6*493 * .129 .804 * 一 <116 し846

4 4 楽 器 .015 -9.^)98 * .956 一1.017 * -13.082 * .918 2.362* 一3<805 * 2,187

4 5 印 刷 . 出 版 ■'
2.013** 1,00646 U 具 .876 * 4.640 .288 .055 - . 4 1 4 .000 2.522*

47 3jv 務 用 品 一 .649 * 11.528 .199 一. .841 * .972 .116 .471** 14751 2.757

4 8 家 具 1—1.228 * -4,256 ,139 -2.018 * 4.072 .071 2.897 -4.191 2.446

, ’ マん '
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輪出め代替弾力性の計測 

付 表 （1) 日米輪出め代替弾力性
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付表パ2) . 白 米 輸 出 と 生 ま 性

総 輪 ’ 出 第 3 国向け輸出 相 ；//：輪 出

I % し og'ftd «1 R2 Log rifo or R2 Log «0 Ol 瓦2
1 も',- ■n • m 紛 -2.206 ：696 .000 —34094** ■ .089 .000 4.949 4.214 .1613
2 飲 料 — .799** .326 . ‘ 225
3 イf 油 M III) 1.872 * 1*190** .417 -1.710 * 1.294 .480 -1.643 2.316 .259
4 無 {̂ミ• イ/機(匕サ - . 3 1 3 .587 * .625 ~~• .447 5.478* .605 .522 .724** .388
5 料 1.394 * .2.624 X .900
G m ，，け 一 .600/ 1.115 * \672 一 ,.498 1.279* .672 -2 .018* .543 .200
7 イ-fケン.，.を..料 479 1.552 * ‘ 842 .207 1.552 * .833 - . 1 8 2 1.616 * .624
8 化 nこ 肥 _料 -2.720 * 1.907 3* .610 -2.828 策一2.079 * .626 •—2.650** .258 .000

9 プ.ラスチッ ク .537 1.673 * .831 .488 1.683 * ‘ 825 .520 .844 .286
10 皮 A^i製 品 4.137 * 5*744 * .762 5.046 7.324 * .871 し997 v247 .000
11 タイヤ，チュ一プ 2.926** ' 2.639** .385
12 ゴ ム 製 nil .701 1.258，** .500 .397 V073** ..494 3.006** 2.636** .444
13 水 u ■■.?) 一. .917** - . 2 8 0 .091 -1.835 * - . 3 2 0 .135 .108 - . 8 1 9 .000

14 紙 ，纸 M nu 一 ' .635** 1.006 * .763 — .877 * .844 3* .743 1.258 2.338 * .614
15 綿 纖 物 一 .423** — .81,5 * .874. 一 .651 * - .878 3* .921 -2.757 一 4.110 * .720
16 -T- 纖 物. 3.849 * .160 .000
17 メ リ ，ヤ ス 9.087^* 7.374** .380
18 セ メ ン ト 2.063** :,665 ,100 1.904 .592 .042 3.318 * 1.019** .332
19 m m  土 ィr - . 0 9 0 - . 0 3 3 ：.000 .468 .619** .445 -1.054 -2.258 * .780
20 陶 磁 器 4.126 * .340 ‘ 131
21 板 ガ ラ ス - ‘ 746 * * 946 * .752 -1 .320* 1.045** .473 2.248 * ‘ 434 .050
22 メ/ ラス iii'i .423 1.258 * .648 .168 1.284 * .639 .313 一 .870 .056
23 鉄 m 1.916 * 1.024** .402 1.372 * .932** .395 5.637 * 1.412 .168
24 :il: O k 企 m 1.189 2.674 % .594. 2.962*^ 2.086** .363 _ .628 ' . 6 5 8 , ‘ 043
25 J] 物 . T* -U 1.509 * 1.225 .889 - . 4 0 3 .872 % .618 1.818 - . 6 1 6 ..272
26 <\> M 焚 I'tii 1.513 * 1.463 .798 .993** 1.519 * ,762 3.553 .606 .223
27 \H 燃 機 m .242 1.610 ‘ 826 - . 1 9 0 1 .368 * .807 2.211 2.416 * >623 .
28 \% X 機 .710 3.108 .436
29 JK Jij 機 械 一3.919 -1.224 .000 -4.157 - . 1 0 9 .000 一 .369 . * 6 8 8 .000.

30 金从加ェ機ぁ^̂ .570 1.842 .405 .666 1.939 * .530 .496 1.826 .090
31 ；'P： m 機 .696** 1.182 .815 .375 1.071 * .846 2.870 . 1.716* .760
32 'M 'f\L 機 ' 1.723*)^ 2.415 .604 1.009 2.244 * .628 2.987 ‘ 830 . .298
33 m i \ 機 m 1.437 1.257 *054 .740 1.274 ‘ 089 3.506 .447 * .000
34 ラ ジ ォ • T V 2.573 * '.681 .315
35 1-1 m iti 1.908** 2.334 .633 .604 1.673 * .681 6.672 3.148* .550 .

36 船 舶 3.538 * 1.718 .463 3.556 * 1,725** .457 1.853 .793 ,000.
37 级 ぜ[ホ 袖 2.538 2.218 , ‘ 450
38 1:1 .805 .921 .225
39 衣 服 .896 .107 .000 -1.173 - . 8 5 2 .311 6.447 1.410 .134
40 は さ 物 3.977 * 1.102 .711
41 光 傘 機 械 1.435 * 1.014 ‘ 613 1.288 1.125 * .577 .298 一 ,402 .020 *
42 時 .；!- 6.231 * 3.777 -719 6.751 * 4.250 .732 3.281 1.076 .000
43 ii'i- 密 機 械 1.775 策 1.525 .833 1,821 * 1.751 * .831. ‘ 699 一 ,.‘ 066 ‘ 000
44 器 2.200 1.435 .082 2.164 2.106 .126 2.458 一 .054 .000

45 rii 刷 ，fii 版 一 .597 * 1.592 .874 ~  .934 * 1.474 * .^45 - . 4 5 5 *419 ‘000

46 he .003 一 .529 .291 .277 .146 .013 1.809 •—2.266 * .645
47 ’it 伤 )]] r'，

1MI 2.170* 2.524 .790 1.847 * 2.413 * .734 2.398 1.692 .146
'IS IlL 1.221 * 1.633 .879 .620 1 .788 * .850 3‘ 900 .534 .027
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